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１－１１－１１－１１－１    常総市の情勢常総市の情勢常総市の情勢常総市の情勢        

 

本市は茨城県の南西部，都心から５５ ㎞圏内に位置しており，東はつくば

市・つくばみらい市，西は坂東市，南は守谷市，北は八千代町・下妻市にそれ

ぞれ接している。南北は約２０㎞，東西は約１０㎞の広がりを持ち，面積は１

２３．６４㎢である。標高は約５～２４m で，気候は太平洋型の気候であり，四

季を通じて穏やかである。  

社会情勢を見ると，人口減少や少子高齢化の波は今や日本全国に押し寄せて

いる。それは，本市においても同様で，常総市が誕生した平成１８年１月時点

で人口６６，４２１人，高齢化率２０．６％であったが，平成３１年４月には

人口５９，９９５人，高齢化率３０．０％となっている。平成 27 年９月に発

生した「関東・東北豪雨」による大水害が，人口減少，特に若い世代の流出を

加速させたということはあるが，それでも本市において人口減少や少子高齢化

の波が押し寄せているということは紛れもない事実であり，このことが本市の

厳しい財政状況を招いている。 

このように，人口減少や少子高齢化，厳しい財政状況，更には多様化・高度

化する市民ニーズなど，社会情勢が猛スピードで変化する一方，市役所内部で

は職員数が削減されるなど，様々な経営資源が制限されつつある。しかし私た

ちは，市民満足度の高い行政サービスを継続して提供していかなければならず，

あらゆる方策を検討し，有効な施策を展開していかなければならない。 
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常総市マスコットキャラクター 
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１－２１－２１－２１－２    人材マネジメント人材マネジメント人材マネジメント人材マネジメント    

  

（１）人材マネジメントとは 

人材マネジメントとは「本当の笑顔を創る技術」である。 

「意味のある仕事ができる」 

「自分は必要とされている」 

「この職場には喜びがある」 

「自分の居場所がある」 

組織に属するひとりひとりが，仕事を通して，組織の中で，このようなこと

を感じられるようにすることが人材マネジメントの意義である。私たちは人材

マネジメントという手法を通して，常総市役所という組織に属するひとりひと

りの力が最大限に活かされ，みんなが笑顔になれるよう，私たちの研究を通し

て組織としてどのような対策や分析が必要なのかを検討し実践していくことが

求められているのだと考えている。  

 

 

（２）人材マネジメント部会 

昨年に引き続き，２０１９年度も早稲田大学マニフェスト研究所の主催する

人材マネジメント部会に参加する機会をいただいた。この人材マネジメント部

会には，基本的な３つの考えがある。  



早稲田大学マニフェスト研究所 

２０１９年度人材マネジメント部会 共同論文 

- 7 - 

 

×研修をする場・・・・・・・〇研究をする場  

×教えてもらう場・・・・・・〇自ら考え，見つけ出す場  

×知識を学ぶ場・・・・・・・〇対話から気づきを得る場  

 人材マネジメント部会は，参加者個人の成長に特化した「研修」ではなく，

所属する組織が望ましく変革する為の庁内対話を促す研究の場である。私たち

は，研究の場に全国から集まってきた自治体職員（マネ友）とともに，講師の

話を聴きながら自ら考え，見つけ出し，マネ友との対話の中から気づきを得て

きた。そして，これらのことを市役所に持ち帰り，そこでまた市役所の仲間と

ともに自ら考え，見つけ出し，気づきを得ることを実践していく。そしてまた

研究の場へ・・・これを繰り返し行っていく。物事を繰り返し行うことは，や

らされ感ではなかなか続かない。やりがい感を見つけ出しながら何度も繰り返

し自ら動いて研究を進めていくことが重要である。 

私たちの研究手法は，常総市役所という組織が抱えている課題を見極め，そ

の課題を分析し，どのような対策がとれるのかを検討し実践することである。

そのためには，部会が大切にする「立ち位置を変える」，「価値前提で考える」，

「一人称で捉え語る」，「ドミナントロジックを転換する」という４つの役割を，

まずは自分たちが理解しなければならない。そして，対話（ダイヤログ）とい

う手法を使って，観察や調査，実践を繰り返し，より望ましい組織へ変革する

という目標に向かって第一歩を踏み出さなければならない。 
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２－１２－１２－１２－１    社会の変化社会の変化社会の変化社会の変化    

 

少子高齢化は，社会の変化を示す言葉として最も耳にしてきた単語と言って

も過言ではないだろう。一般的には，団塊ジュニア世代が６５歳を迎える２０

４０年問題が今後の日本な大きな課題と言われており，このまま少子高齢化が

進むと，高齢者人口がピークを迎える一方，それを支える現役世代は減少の一

途をたどり，遂にその不均衡が極限に達すると想定されている。 

高齢者を支える現役世代の負担の急増が問題視される中，就業者数の確保が

取り沙汰されており，社会全体で働き方が大きく変化することが予想されてい

るが，その変化に大きく寄与する科学技術は，日々急速な変化を遂げている。

例えば，２０年ほど前から一般に普及し始めた携帯電話は，この１０年でその

ほとんどがスマートフォンに置き換わった。ようやく電話機を持ち歩くように

なった人々が，２０年後には小型の板によってあらゆる情報を得ることができ

るようになると想像していただろうか。また，近年まで一つ一つの動作を人間

がプログラミングしていたロボットは，今やＡＩ（人工知能）によって自ら学

ぶ時代になりつつある。そんな科学技術の進歩により，近い未来に訪れると言

われている社会がＳｏｃｉｅｔｙ５．０である。狩猟社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ１．

０），農耕社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ２．０），工業社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ３．０）

を経て迎えた現代の情報社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ４．０）では，フィジカル空間

（現実空間）の人間がサイバー空間（仮想空間）にあふれる情報から求める情

報を選別し，活用している。そしてその先にあるＳｏｃｉｅｔｙ５．０では，

サイバー空間とフィジカル空間が高度に融合することによって，フィジカル空

間の人間が能動的に情報にアクセスせずとも，各人が必要とする情報をサイバ
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ー空間のＡＩが分析し，人間に様々な形でフィードバックされる。膨大な情報

の中から必要な情報を選択し分析する能力（情報リテラシー）は不要となり，

すべての人間が情報化の恩恵を享受できるようになる。加速度的に進歩する科

学技術は，数十年後には想像を超える進化を遂げているだろう。 

 

 

出典：総務省 「IoT新時代の未来づくり検討委員会第2回(2018.1.25)」事務局資料 

 

 

 

 

 

 



早稲田大学マニフェスト研究所 

２０１９年度人材マネジメント部会 共同論文 

- 12 - 

 

◆現在想像されている２０４０年の社会の姿 

〈少子高齢化社会〉 

・地域に子供が少なくなる 

・労働者人口が減少，労働力が不足する 

・認知症高齢者が増加する 

・単身世帯を含む高齢者のみ世帯の増加により，老老介護や孤独死などの問題が増加する 

 

〈働き方〉 

・時間（働く時間を自由に選択できる）や空間（会社に出勤しなくても仕事ができる）に

縛られない働き方が日常になる 

・集まって仕事をする就業スタイルはある程度残る 

・テクノロジーの発展や働き方改革により，仕事へ費やす時間は減少し，仕事以外の時間

が増加する 

 

〈子育て〉 

・フルタイムでの夫婦共働きが一般的になり保育ニーズ（保育所）の需要が高まり，ワン

オペ育児など子育てに対する不安は残り続ける 

 

〈気候変動による自然災害〉 

・地球温暖化による気候変動によって，自然災害は全国的に経験がないような激甚化をし

ている 
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〈技術革新〉 

・「Society5.0」の実現や「第４次産業革命」などにより，AI や ICT，ロボット工学など

の更なる発展が見込まれる 

・テクノロジーの発展で生活の利便性は高まるが，一方で他者との関わりは少なくなる 

・外出しなくても買い物が出来るようになるため，身近な商店だけでなく大型商業施設の

存続も懸念される 

※Society5.0   サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融

合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する，

人間中心の社会。現在の情報社会（Society4.0）からさらに IoT の発

展によりすべての人とモノがつながり，様々な知識や情報が共有され

た超スマート社会。 

Society1.0 ⇒ Society2.0 ⇒ Society3.0 ⇒ Society4.0 ⇒ Society5.0  

  狩猟社会    農耕社会   工業社会    情報社会   超スマート社会 

※第４次産業革命  IoT や AI を用いることで起こる製造業の革新 

※AI        人工知能（Artificial Intelligence） 

※ICT       情報通信技術（Information and Communication Technology） 

※IoT       モノのインターネット（Internet of Things） 

         様々な「モノ」がインターネットに接続され，情報交換することによ

り相互に制御する仕組み。近年では次の技術として，IoH（Internet of 

Human）や IoA（Internet of Ability）が言われている 
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２－２２－２２－２２－２    市の将来像と組織のありたい姿市の将来像と組織のありたい姿市の将来像と組織のありたい姿市の将来像と組織のありたい姿    

 

（１）常総市の現状 

常総市の現状と将来像について，たくさんの職員や市民と対話を行った。そ

の対話のなかで，多くの方から出た共通の意見がある。 

「今の常総市には元気がない」 

市役所の職員に，市役所という組織に，市民に，常総市そのものに・・・今

の常総市には元気がないというのである。しかしこれは裏を返せば，常総市に

元気になってほしいとみんなが望んでいるメッセージである。それならば，私

たちがやるべきことは，常総市に関わるみんなが元気になるためにできること

はなにかを考えることでないだろうか。 

市が考える市のありたい姿 

（じょうそう未来創生プラン） 

みんなでつくる しあわせのまち じょうそう 

～あの人がいるから♡このまちがすき～ 

●楽しいまち＝みんなでつくる 

●為になるまち＝みんなに役立つ 

●頼りにされるまち＝みんなが支え合う 

市民が考える市のありたい姿 ●家族のようなまち 

●多様な「絆」があるまち 

●子どもたちの声が聞こえるまち 

●帰ってきたくなる魅力あるまち 
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（２）組織の「ありたい姿」 

私たちのまわりでこのようなことが起きていたり，感じたりすることはない

だろうか？ 

・全体がバラバラとなっているため，個々に対応し頑張っている 

・個人個人は一生懸命頑張っているが，その割に全体として成果が少ない 

・目の前の課題に対して施策を打ち出すものの，いつの間にか消えている 

・間違った方向に向かって進んでいるのかもしれないと思うことがある 

・このまま進んでも成果が得られるのかどうか疑わしいと感じることがある 

・多くの人が目の前の仕事に追われている 

・優秀な人ほど目の前の仕事に忙しい 

このようなことが起こる背景には，組織として「ありたい姿」を構築できて

いないという現実がある。組織のありたい姿とは，「実現可能で，信頼性の高い，

魅力的な，望ましい組織の将来像」である。組織の状況にもいろいろあるが，

ありたい姿が描かれていない組織ほど，目の前の仕事に追われている人が多く，

特に優秀な人材ほど忙しく動いている現実がある。ありたい姿を構築できてい

ない組織に属する人々が何に向かって一生懸命頑張るのかというと，取敢えず

目指せるもの・目前課題や一攫千金の博打を狙って頑張るようなもので，この

ような状況の組織ではイノベーションなど起こるわけがない。 

困ったことになると気が付いてからでは遅い，困ったことになる前に先を見

て次の時代を先取りできるビジョンを構築することが大事なのであるが，その

ありたい姿というものは一体どのような時に必要になるのだろうか。簡単に言

えば「ありたい姿はいつも必要だが，組織内外の環境・状況変化が起こりそう
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なとき，起こったときにはその先に進む方向を示すことが不可欠である」とい

うことになる。 

＜新たなビジョンが必要となるとき＞ 

・現在までの延長線上を進むとダメになりそう 

・人々がバラバラな方向を向いて突っ走っている 

・あてもなく個人プレーで動いている 

・皆がダラダラと日常を過ごしている 

・内外環境の変化・パラダイムシフトが起こりつつある 

・組織のリーダーや構成メンバー，構造が大幅に変わった（変えた） 

 

（３）「ありたい姿」を描く意義 

「ありたい姿」を描くことには，下記のような意義があると考えられる。 

 〇目指すべき未来を組織として共有することで，目の前の課題に対して施策

を考えるだけでなく，その施策を通してどのような社会に変化していくの

かということまで考えることが出来る。 

〇目指すべき未来につながっているのかという視点から施策の要不要の判断

ができるようになるため，施策の方向性が考えやすくなる。 

〇目指すべき未来がはっきりしているため，1 つの施策がうまくいかなかった

としても，それに向けた別ルートを考えやすくなるので，職員の自律的なア

クションにつながる。 
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（４）未来を洞察する 

「ありたい姿」を描くときに忘れてはならないのは，今すでに存在している

情報をもとに，それをそのまま延長・拡大してシミュレーションする「予測」

よりも，様々な視点から情報を捉え直し意味を見出す「洞察」がより重要にな

るということである。市の状況が数年先にわたってそのままの線形で推移する

であろうという予測に頼る場合，現状の延長線上で捉えることになり，あらゆ

る可能性を狭めてしまうことになる。一方で，多種多様な情報から世の中の変

化を洞察できれば，将来の可能性を拡げることにつながる。 

 そこで私たちは，市とそれを取り巻く環境から現状を分析し，併せて職員や

市民との対話の中から未来を洞察する中で，常総市の将来像や市役所という組

織のありたい姿を描くこととした。 
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３ 私たちの取り組み 
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３－１３－１３－１３－１    研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的と手法と手法と手法と手法    

    

本研究の目的は，市役所職員との「対話」を通して，「本市役所が抱える組織

の課題を明らかにし，その課題を改善へと導くこと」にある。 

どのような組織においても，最も重要な資源は「人」である。本研究は，「対

話」を通して市役所を構成する「組織」，組織を構成する「職員」の本質的な課

題にアプローチし，さらにそこから未来を切り開ける職員の育成と，職員の努

力を成果へつなげられる組織の形成に貢献することにある。 

社会情勢の急速な変化に取り残されず，市民満足度と質の高い行政サービス

を継続して提供していくためには，職員一人ひとりの生産性向上と，横断的な

更なる組織強化が求められる。そのために必要なことは，職員同士が互いに理

解するためのコミュニケーションの促進であり，その手段としての「対話」が

求められている。 

そこで，職員同士のコミュニケーションを促進するための「対話する場の創

出」を実践していくことを研究の手法とし，「対話」の有効性について研究して

いく。 
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３－２３－２３－２３－２    研究会への参加研究会への参加研究会への参加研究会への参加    

    

部会が主催する全 5 回の研究会が早稲田大学等で開催されたほか，茨城県内

からの参加自治体や，協力自治体である伊勢原市との「自主研究会」を行った。 

 

各回のテーマ，概要  

◆第 1 回研究会（２０１９年４月１６日 WASEDA NEO） 

【これまでを振り返る，将来どうなるか展望をする】  

自組織の「タイムライン(年表)」づくりに取り組み，過去 30 年間で所属の組

織に影響を与えた過去重要な出来事を書き出し，自組織の現状を把握し，未来

の展望を予想した。３０年間の自治体の按配 （「いけてる」 or 「いけてない」）

をグラフで図示したが，何をもって按配を判断するかは個人の考えであった。

対話をしながら相手の考えを知ることで，人はベースにある価値観で見えるも

のが違うことを認識した。そこで，対話(聴く×話す)が効果的であることを体験

した。 
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◆第 2 回研究会（２０１９年５月１４日 ベルサール東京日本橋） 

【さらに現状を把握する，問いを考える】  

キーパーソンインタビューも含まれる「現状分析シート」に取り組んで感じ

た自組織への思い(誇り，残念に思ったこと)を対話した。また，対話をする上で，

良い問いが良い対話を生むことを学び，どのような問いが有効かをたくさんの

研究生と対話しながら深めていった。 

 

 

◆第 3 回研究会（２０１９年７月１７日・１８日 ベルサール東京日本橋） 

【実践的な研究活動を通じた学び・気づきを深める】  

北川顧問の講演では時代の変化について理解でき，出馬部会長の講演ではこ

の人材マネジメントの本質的な部分について新たな発見があった。業務を減ら

せるのは経営層(部長より上)であり，マネジメントとは，ありたい姿を描くため

の優先づけということを学んだ。また，動画及びプレゼンシートの提出が課題

として提示された。 

 

 

◆自主研究会 ※茨城会（２０１９年８月３１日 石岡市役所） 

 【他組織から学ぶ】  

出馬部会長，鬼澤幹事長にご出席いただき，茨城県内４自治体が課題提出前

のプレゼンシートを基に発表を行った。出馬部会長，鬼澤幹事長からのアドバ

イスや他の参加自治体との対話の中で，プレゼンシートを作成する意義を再考
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するきっかけとなった。 

 

 

◆自主研究会 ※対話自治体の伊勢原市（２０１９年９月２日 常総市役所） 

【他組織から学ぶ】 

伊勢原市の３名が来庁し，常総市の一期生も交えながら茨城会の共有を行い，

動画撮影に向けて内容を煮詰めた。 

 

 

◆第 4 回研究会（２０１９年１０月２４日 WASEDA NEO） 

【アクションプランの進め方を考える】  

9 月に提出した動画に対する幹事団によるフィードバックを受け，手直しを

したプレゼンシートについて，さらに幹事団との対話を行った。また，他自治

体と幹事団の対話を聞くことは，自分たちの学びにもなった。 

 

 

◆自主研究会 ※対話自治体の伊勢原市（２０２０年１月１７日 常総市役所） 

【他組織から学ぶ】 

伊勢原市へ訪問し，ポスターセッションに向けての対話を行った。お互いの

実際に職場を訪問し合ったことで，対話の内容がより現実的に感じられた。 
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◆第 5 回研究会 

（２０２０年１月３０日・３１日 早稲田大学 国際会議場井深大記念ホール） 

【プロセスを振り返る，自らにコミットする】  

参加組織全てにおいて，これまでの取り組みを記したポスターが一堂に会し，

ポスターセッションという形で共有がなされた。部会に卒業はなく，継続して

ひとりひとりが行動をすることが，やがて大きな力となることを学んだ。 

 

 

 

 

 

▲提出したポスター 
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３－３３－３３－３３－３    庁内での活動庁内での活動庁内での活動庁内での活動    

    

（a）実施項目  

⓵職員アンケートの実施 

201９年６月に，全職員を対象としたアンケートを行い，職場に対する率直

な意見を匿名で聞き，研究に役立てた。 

 

 

②職員及び市民との対話  

201９年 4 月から６月にかけて，「常総市の課題」を探り，「常総市のありた

い姿」をテーマに市職員及び市民と対話を重ねてきた。 

◆この対話を通じて分かったこと 

〇常総市らしさを追求していこう 

 ⇒では常総市らしさとは？ 

 ・水害を経験したからこそ分かった人と人とのつながりやあたたかさ 

 ・良いものは積極的に取り入れていくフットワークの軽さ 

〇トップダウンに頼る組織は疲弊する 

 ⇒トップの言うことだけを聞いて仕事をしていても市は良くならない 

 ・職員から首長に対して提言するくらいのことが必要 

  ・職員一人一人が将来のビジョンを共有することも重要 
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③常総うんちく講座（第１限目）（２０１９年７月２４日） 

 鬼澤幹事長の講演や市長との対話から，我々３人は市の歴史について不勉強

だと気付いた。そこで，「郷土を知らねば郷土は愛せぬ」というサブタイトル

をつけ，生涯学習課長に講演を依頼した。 

 ２５人の職員が参加者として集まり，地域の名称の由来についても知ること

ができた。 

 

 

④第１回 やるき げんき 超会議（２０１９年１０月１０日） 

 各課１名を選出し，グループに分かれ，また市長にも対話に加わってもらい

ながら，「市長，アイデアをかって！」というテーマでグループワークを行っ

た。その上で市長へ市をよりよくするためのアイデアを提案した。市長からは，

「出してくれたアイデアは市役所の外でも聞くことがあり，いいところをつい

ている」との講評をいただき，市長と参加者でビジョンの共有ができたと思わ

れる。 

 

 

⑤出馬部会長講演会（２０１９年１０月２３日） 

 「市民協働研修会」というタイトルで，午前に職員向け，午後に市民向けの

講演会を開催した。市民協働を進めるために，まずは自組織の企画側と実行側

の職員のつながりや対話が必要だと改めて感じた。 
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⑥副トーーーク（２０１９年１１月２２日） 

 「充実した公務員ライフを送るために～私の課長補佐・係長時代を振り返っ

て～ 」というテーマで副市長に講演を依頼した。内容は，「実務ができるこ

とも必要であるが，時には『度胸』『踏ん切りも必要』」というような非常に

泥臭い話でもあった。実体験に基づいたお話は共感することがたくさんあり，

「自分事」として聞くことができた。 

 

 

⑦第２回 やるき げんき 超会議（２０１９年１２月１１日） 

 テーマは「住民の納得が得られる事業の見直し方法のアイデア」とし，グル

ープワークを行った。第 1 回と同じメンバーも違うメンバーもいたが，行政組

織の中でも難しいテーマに対して，まさに「本丸」に切り込む対話を市長と実

施することができた。 

 

 

⑧常総うんちく講座（第２限目）（２０２０年２月１０日） 

 第１回に続いて，生涯学習課長に講演を依頼した。２５人の参加者が集まり，

市のマスコットキャラクターのモデルでもある，「千姫」について講演を聞い

た。歴史的な書物を読み解くことで，参加者一人一人が持っている千姫のイメ

ージが良い意味で変わったように思える。 
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◀自主研究会 ※対話自治体の伊勢原市 

◀第１回 やるき げんき 

超会議 

(市長もグループへ入ってグル

ープワーク) 

常総うんちく講座（第１限目）▶ 

◀市長 



早稲田大学マニフェスト研究所 

２０１９年度人材マネジメント部会 共同論文 

- 29 - 

 

３－３３－３３－３３－３    取り組みの成果取り組みの成果取り組みの成果取り組みの成果    

    

庁内活動の「やるき げんき 超会議」は，「職層や所属部署を超えたコミュ

ニケーションを図ることで，庁内対話を促進し，楽しい対話の文化の醸成に寄

与する」ことを目的とし開催した。その背景として，市長との対話がある。市

の活性化には「職員のモチベーションをあげる」ことが必要であり，ではモチ

ベーションが上がるときとは，自分の提案が実現されたとき，もっと掘り下げ

ると，自分の意見が主張できたときなのではないかと考えた。 

組織的に職員提案制度はあるものの，うまく機能しないため，誰も提案しな

くなってしまった現状もあり，風通しが悪く自由な意見が出てこないのではな

いかと仮説を立てたからである。実施する上では，自由な意見が出るよう，私

たちが学んだ対話が及ぼす好影響を参加者にも体感してもらえるように心がけ

た。 

また手探りながらも 1 期生と協力して進めることができ，その結果として，

アイデアを職員提案制度に提出したグループがあり，成果があったと感じる。 

庁内の掲示板で研究会の感

想やお知らせ等で 1２回情

報発信をした。 
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４ これからの取り組み 
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４－１４－１４－１４－１    社会の変化に押し流されないために社会の変化に押し流されないために社会の変化に押し流されないために社会の変化に押し流されないために    

    

社会は猛烈な速度で変化している。現代の私たちが１０年後，２０年後の社

会を想像しても，社会の変化はそれを容易く超えてくるだろう。そんな激流の

中に身を置く私たち自治体職員には，社会の流れを見極めるための巨視的かつ

先見的な視点と，流れに飲まれることなく目指す場所に向かって泳いでいくた

めの実行力が求められる。社会の変化に流され，対応が後手に回ることで閉塞

感を生んできたこれまでを繰り返さないためにも，ありたい姿を明確に捉え，

その実現に向けて先導的に行動していくことで，地域をリードする存在となり

たい。そのために私たちがいま取り組まなければならないと考えるのが，「事務

負担の軽減」と「職員のモチベーション向上」である。 

現在の常総市は，人員削減や事業量の増大によって，労働力の面でも財政的

な面でも，身動きが取れない状況にある。このような状態では，目の前の事務

に忙殺されるばかりで，前述のような視点を持つことは困難であるほか，いわ

ゆる「やらされ感」の蔓延にもつながる。未来のことを考える余裕も習慣もな

く，現状打破を望んでも，業務の負担から行動を起こせない。結果として職員

のモチベーションは低下し，さらに現状を悪化させる。 

「事務負担の軽減」と「職員のモチベーション向上」は，このような現状を

変えていくための取り組みの両輪となる。事務負担が軽減されることにより，

日常業務の中に時間的・精神的な余裕が生まれ，変革のための取り組みの基盤

が形成される。また，職員のモチベーションが向上することによって，業務改

善や新たな仕組みの立ち上げ等の機運が醸成される。両者は相互に連動し，そ

の相乗効果によってさらなる変化を生み出すことが期待できる。 
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４－２４－２４－２４－２    私たちにできること私たちにできること私たちにできること私たちにできること    

    

組織や職員の変化を促すため，これから１年間で取り組みたいアクションプ

ランの検討を行った。「事務負担の軽減」と「職員のモチベーション向上」の

２つの観点から，次の５つのアクションプランを提示する。 

 

 

≪事務負担の軽減を狙った取り組み≫ 

◆みんなで語ろう！常総市 

◆みんなで考える事業見直し 

 

≪職員のモチベーション向上を狙った取り組み≫ 

◆やるき げんき 超会議 

◆ＪＯＳＯイノベーション会議 

◆常総うんちく講座 
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≪事務負担の軽減を狙った取り組み≫ 

◆みんなで語ろう！常総市 

   「常総市らしさ」「未来の常総市」等をテーマに据え，市民と職員が自

由に対話する場を設ける。その対話内容をキーワードの列挙や文章化，描

画等の手法によって可視化し，イメージの具体化を図る。また，それを全

体に発信してイメージを共有し，さらなるイメージの拡大を狙う。 

この取り組みでは，市民と職員の間の垣根を取り払い，同じ目線で対話で

きるような関係構築を図ることを目的とする。おねだり型や対面型のまちづ

くりから脱却し，パートナーシップ型のまちづくりを実現することで，行政

の負担軽減が期待できる。 

 

おねだり型・・・他者に一方的に頼る。依存関係。 

対面型・・・向いている方向が異なる。場合によっては敵対関係。 

パートナーシップ型・・・横並びで，同じ方向を向いている。協力関係。 

 

◆みんなで考える事業見直し 

   「みんなで語ろう！常総市」によってパートナーシップ型のまちづくり

の基盤が形成された次のステップとして，事務負担軽減の本丸である，既

存事業の見直しに着手する。当事者である市民の目線を交えた検討を行う

ことで，市民と職員で課題感を共有し，その解決に向けた納得感のある事

業の見直しを実現する。 
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≪職員のモチベーション向上を狙った取り組み≫ 

◆やるき げんき 超会議 

   若手職員のアイディア発信の場やビジョンづくりの訓練として，継続し

て実施する。実現性よりも自由な発想を重視し，未来の姿をバックキャス

ティングにより考える。 

 

◆ＪＯＳＯイノベーション会議 

やるき げんき 超会議で挙がったアイディアを，実現可能な政策の形へ

と転換する場として実施する。ここでは，政策の実現にあたっての課題をフ

ォアキャスティングで見出し，その解決策を検討する力の育成を目的とする。

自分たちで考えた政策を実現可能な形へブラッシュアップして提言するこ

と，またその政策が実行されることで，職員のモチベーション向上を図る。 

 

◆常総うんちく講座 

   これまでは常総市の歴史をテーマに据えてきたが，今後は歴史に限定せ

ず，現在の常総市の姿や未来に向けた取り組み等も取り扱っていく。講師

には各分野に精通する職員や地域の有識者等を招き，様々な側面から常総

市のことを広く知る場として継続していく。また，職員以外にも，市民等

の庁外からの参加者も受け入れられるようにすることで，市民と職員との

交流の場としても機能させたい。 
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◆幸せ長寿課◆幸せ長寿課◆幸せ長寿課◆幸せ長寿課    坂巻坂巻坂巻坂巻    直彦直彦直彦直彦    

 

 平成３１年３月中旬，常総市人マネ１期生メンバーから，人材マネジメント

部会への参加の話をいただきました。3 人が頑張って活動しているなぁと思っ

ていましたが，私自身はそこに参加するわけでも協力するわけでもなく，どこ

か他人事のように眺めていました。そんな私に，１期生がなぜ声をかけてきた

のかは未だにわかりません。でも，せっかく声をかけていただいたし，私が人

マネの活動に参加することで人マネの活動に興味を持ってくれる人が増えてく

れれば，私が人マネに参加する意味はあるのかもしれないと思い，部会への参

加を決意しました。 

１年間部会に参加して，今振り返ってみると大変なこともありましたが，そ

れ以上に得るものが大きかったという気持ちのほうが強く残っています。実際

にこの１年間に多くの方と出会い，対話をする機会をいただきました。１０年

後，２０年後の常総市のありたい姿について市長，副市長，教育長を始め多く

の職員や市民と対話をさせていただきました。組織を良くするためにどうした

らいいか他の自治体の人と対話をさせていただきました。その対話を基にメン

バー同士でもたくさん対話をしました。これらの経験はとても楽しく刺激的で

あり，決してお金で買うことが出来ない私の財産になったと思っています。 

 私ひとりの力は微力です。それでも，１期生，２期生が集まってほんの少し

だけ大きくなりました。これから３期生が加わることでまた少しだけ大きくな

るでしょう。これから先，多くの職員がほんの少し人マネの活動に興味を示し

てくれれば，組織を変えるために自分のできることをしてくれれば，いつかそ

れが大きな力になるのだと思います。私はやっとはじめの一歩を踏み出すこと
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が出来ました。常総市のありたい姿に向かって，そしてそれを実現するための

組織になるために，たくさんの職員に一歩踏み出してほしい。人マネの活動が

皆さんに「一歩踏み出す勇気」を与えられたら嬉しいことです。 

 最後に，１年間ともに学んだ全国のマネ友の皆さん，対話の時間を割いてい

ただいた職員や市民の皆さん，私たちの企画に参加していただいた職員の皆さ

ん，私が人マネの活動をするにあたって抜けた穴をフォローしていただいた幸

せ長寿課の皆さん，私たちの活動を常に支えていただいた総務課の皆さん，そ

して一緒に活動していただいた１期生メンバーと１年間ともに頑張った２期生

メンバー。この１年間頑張ることが出来たのは，私の周りにいる皆さんのご協

力のおかげです。ありがとうございました。これからも，常総市役所がより良

い組織になるために微力ながら尽力いたしますので，引き続きご協力お願いし

ます。 

 

「微力は小さな力ですが，無力ではありません。」 

「無力はゼロです。無力同士を足しても，掛けても，ゼロにしかなりません。」 

「でも微力は違う。足し算や掛け算によって，微力は勢力になります。」 

「今日よりもよい明日を目指す勢力です。」 

「微力な存在でも良い。」 

「大切なのは動くこと。」 
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◆◆◆◆防災危機管理防災危機管理防災危機管理防災危機管理課課課課    松﨑松﨑松﨑松﨑    典子典子典子典子    

昨年度の1期生の活動を見て，庁内対話にも参加して，「すごい！私もやって

みたい！」と憧れていました。話すのが下手で庁内対話の際には言いたいこと

が言えず悔しい思いをしていたため，後から1期生にメールをした際には，返信

をもらい励ましてもらって，話を聞いてくれるいいチームだなあと感じました。 

そこで私も職場のために何かしたい！と思い，今年度の研究生として手をあ

げました。 

部会で学んだ「価値前提で考える」という考え方は，職務だけでなく，私生

活にも当てはまる内容でした。今まで仕事とプライベートは全く別物と考えて

いましたが，「ちょっとした声かけが大切」等仕事をすることと生きることが

結びついた瞬間がありました。 

今のままでは駄目だと感じながらも，組織は大きくて，変わるのは難しいこ

とです。しかし，研修会で学んだ「半径５ｍを幸せにする」というように考え

ると，自分ができることを少しずつ，仲間と継続して行っていくことが，やが

て組織を動かす大きな力になるのではないかと思っています。 

 研究生になったことで，普段は話すことがない役職の方と対話する機会をい

ただきました。中には3時間も対話してくださった方もいます。関わってくださ

った全ての方に感謝しています。 

やり残したこともります。しかしこの1年間，学び悩んだ時間は宝物です。 

この1年で学んだことを生かし，使命感を持って仲間と共に生きていきたい

と思います。 
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◆◆◆◆学校教育学校教育学校教育学校教育課課課課    石塚石塚石塚石塚    政弘政弘政弘政弘    

「誰かがやるだろうということは， 

誰もやらないということを知りなさい。」  

これは，マザーテレサの言葉「暗いと不平を言うよりも，自ら進んで明かり

を灯しなさい。」に続くフレーズであり，私がこの部会の中で最も考えさせられ

た一文です。今までの自分は不満を言うばかりではなかったか。理想を語るば

かりではなかったか。言い訳するばかりではなかったか。そして，どれだけ行

動できていたか。不満を言いつつ誰かがやってくれるのを待つのではなく，自

分が行動しなければ何も変えられない。「ほんの少しだけでも，必ず実行しよ

う。」そんな意思を持つことができた経験でした。 

今回の私たちの取り組みのテーマは「モチベーションの向上」でした。全国

のマネ友の取り組みや幹事団との対話を通して最後に思い至ったことですが，

それには「自分自身のことを見つめる時間」に重要な役割があるように感じ，「キ

ャリアプラン」ということに興味を持ちました。今後は，そのことについて理

解を深めていきたいと思っています。 

最後になりましたが，１年間共に活動に取り組んだチームメイト２人をはじ

めとして，幹事団，茨城県や全国のマネ友，チーム常総１期生のみなさまには

大変お世話になりました。そして，忙しい中でも嫌な顔ひとつ見せずに私を送

り出してくれ，人マネの活動に時間を割り当てている間のフォローをしてくだ

さった上司，同僚をはじめとした職場のみなさまには，感謝の気持ちしかあり

ません。何にも代えがたい貴重な経験をさせていただきました。ありがとうご

ざいました。 

 


